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１． 調査対象地 

（１） 所在地番 愛知県豊田市京ヶ峰一丁目 1番 1 

愛知県豊田市市木町駿河 6番 7、9番 1、9番 2、10 番、11 番、12 番、

13 番 

愛知県豊田市高橋町七丁目 92 番 

（２） 地目 宅地 

（３） 敷地面積 約 20,964.74 ㎡ 

（４） 所有者 愛知県 

 
＜調査対象地位置図＞ 

 
地図データ出典：国土地理院 

 
２． 調査期間 

平成 30 年 12 月 17 日～平成 31 年 1 月 17 日 

調査対象地 
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３． 土地利用履歴調査結果概要 

（１） 調査項目、調査内容及び調査方法 

調査項目 調査内容 
登記簿等による土地

利用履歴調査 
調査対象地内の土地のうち、主な土地について、全部事項証明書、閉鎖登

記簿謄本等を収集し、所有者の変遷、地目の調査を行った。 

地図、航空写真によ

る土地利用履歴調査 
調査対象地及びその周辺地域の資料（旧地形図、旧住宅地図及び航空写真）

を収集し、土地利用の変遷の調査を行った。 

現在の調査対象地及

び周辺の土地利用状

況の調査 

調査対象地及びその周辺地域の実地調査により、現在の土地利用状況の調

査を行った。 

有害物質使用特定施

設の設置や、管理有

害物質の使用履歴等

の調査 

上記各種資料の確認及び実地調査により、水質汚濁防止法第 2 条第 2 項

に規定する有害物質使用特定施設又は有害物質使用届出施設の設置や管

理有害物質の使用等の履歴についての調査を行った。 

 
（２） 調査資料 

調査資料 入手方法 
全部事項証明書、（移

記）閉鎖登記簿謄本

等 

名古屋法務局 発行 

旧地形図 愛知県図書館所蔵旧地形図 確認 

旧住宅地図 愛知県図書館所蔵旧住宅地図 確認 

航空写真 国土地理院所蔵航空写真 確認 

調査対象地及びその

周辺地域の現況写真 
実地調査時に撮影（平成 31 年 1 月 17 日） 

 



 

 3

（３） 調査結果概要 

① 登記簿等による土地利用履歴調査 

調査対象地の全部事項証明書、（移記）閉鎖登記簿謄本等による調査結果は下表のとおりである。 

 

＜京ヶ峰一丁目 1番 1土地の変遷＞ 

地番 時期 登記変更事由 地目 

字初吹下 1 番 昭和 25 年 4 月 4 日 1 番 1、1番 2に分筆 畑 

京ヶ峰 

一丁目 

昭和 34 年 10 月 1 日 土地の名称地番変更 

昭和 48 年 2 月 5 日 地目変更 宅地 

1 番 1 

昭和 61 年 8 月 15 日 

1 番 2、2番 1、2 番 2、3番、3番 1、

3番 2、4番、（4番 1、12 番 1、13 番、

16 番 1）合併、5番 1、5番 2、6番 1、

6番 2、7番 1、7番 2、8番、9番、10

番 1、10 番 2、11 番、12 番、16番、

17 番、18 番、19 番、20 番、21 番、

22 番 1、22 番 2、23 番 1、23 番 2、70

番 1、70 番 2、70 番 6、70 番 7、84 番

を合筆 

昭和 61 年 8 月 15 日 1 番 1、1番 3～1 番 6 に分筆 

 

本事業の対象となる 1番 1土地は、上記変遷のとおり、これらの土地について地目変更（昭和 48

年 2月 5 日）まで遡ることにより、地目が畑であることが確認できた。 

なお、上記変遷のとおり昭和 61 年 8 月 15 日に 1 番 2、2 番 1、2 番 2、3 番、3 番 1、3 番 2、4

番、（4 番 1、12 番 1、13 番、16 番 1）合併、5 番 1、5 番 2、6 番 1、6 番 2、7 番 1、7 番 2、8 番、

9 番、10番 1、10 番 2、11 番、12 番、16 番、17 番、18番、19 番、20 番、21 番、22番 1、22 番 2、

23 番 1、23 番 2、70 番 1、70番 2、70 番 6、70 番 7、84 番を合筆しているが、これらの地番の地目

については、（移記）閉鎖登記簿謄本及び土地台帳により、下表のとおりの地目であることが確認で

きた。 

 

地番 地目変更時期 前地目 

1 番 2、3番 昭和 25 年 4 月 4 日 畑 

2 番 2、5番 2、6 番 2、7番 2、22 番 2、23 番 2 昭和 25 年 4 月 4 日 田 

70 番 1 昭和 41 年 4 月 7 日 原野 

70 番 7 昭和 48 年 2 月 5 日 畑 

2 番 1、3 番 1、3 番 2、4 番、5 番 1、6 番 1、7 番 1、

8番、9 番、10番 1、10 番 2、11 番、12 番、16 番、17

番、20 番、21番、22 番 1、23 番 1、70 番 2、70番 6 

昭和 48 年 2 月 5 日 田 

（4 番 1、12 番 1、13 番、16 番 1）合併  用水路敷 
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18 番、19 番 昭和 48 年 2 月 5 日 原野 

84 番 昭和 48 年 2 月 5 日 溝渠 

 

＜市木町駿河 6番 7土地の変遷＞ 

地番 時期 登記変更事由 地目 

市木町駿河 6 番 7 

昭和 47 年 8 月 19 日 

（6 番 1 の 1、8 番 1、9 番 1、13

番）合併から分筆 

用水路 

昭和 48 年 2 月 5 日 地目変更 宅地 

 

本事業の対象となる 6 番 7 土地は、上記変遷のとおり、地目変更（昭和 48 年 2 月 5 日）まで遡

ることにより、地目が用水路であることが確認できた。 

 

＜市木町駿河 9番 1及び 9番 2土地の変遷＞ 

地番 時期 登記変更事由 地目 

市木町駿河 9 番 1 

9 番 2 

昭和 46 年 9 月 25 日 9 番から分筆 畑 

昭和 48 年 2 月 5 日 地目変更 宅地 

 

本事業の対象となる 9 番 1 及び 9 番 2 土地は、上記変遷のとおり、地目変更（昭和 48 年 2 月 5

日）まで遡ることにより、各地番の地目が畑であることが確認できた。 

 

＜市木町駿河 10 番及び 11 番土地の変遷＞ 

地番 時期 登記変更事由 地目 

市木町駿河 10 番、11

番 

  田 

昭和 48 年 2 月 5 日 地目変更 宅地 

 

本事業の対象となる 10番及び 11 番土地は、上記変遷のとおり、地目変更（昭和 48年 2月 5日）

まで遡ることにより、地目が田であることが確認できた。 

 

＜市木町駿河 12 番土地の変遷＞ 

地番 時期 登記変更事由 地目 

市木町駿河 12 番   畑 

昭和 48 年 2 月 5 日 地目変更 宅地 

 

本事業の対象となる 12番土地は、上記変遷のとおり、地目変更（昭和 48年 2月 5 日）まで遡る

ことにより、それぞれ土地の地目が畑であることが確認できた。 
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＜市木町駿河 13 番土地の変遷＞ 

地番 時期 登記変更事由 地目 

市木町駿河 13 番   畑 

昭和 46 年 9 月 17 日 地目変更 宅地 

昭和 47 年 8 月 19 日 13 番、13 番 2に分筆  

 

本事業の対象となる 13 番土地は、上記変遷のとおり、地目変更（昭和 46 年 9 月 17 日）まで遡

ることにより、地目が畑であることが確認できた。 

 

＜高橋町七丁目 92番土地の変遷＞ 

地番 時期 登記変更事由 地目 

高橋町 

七丁目 

92 番   原野 

昭和 48 年 2 月 5 日 地目変更 宅地 

 

本事業の対象となる 50番土地は、上記変遷のとおり、地目変更（昭和 48年 2月 5 日）まで遡る

ことにより、地目が原野であることが確認できた。 
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② 地図、航空写真による土地利用履歴調査 

旧地形図、旧住宅地図及び航空写真による調査対象地の土地利用履歴の調査結果は下表のとおり

である。 

調査対象地及びその周辺地域は、昭和 48 年頃までは、概ね田または畑として利用されていたこ

と、昭和 48～49 年以降、現在に至るまで調査対象地は公営住宅（愛知県営初吹住宅）の敷地として

利用されていたことを旧住宅地図（昭和 40 年～）、旧地形図（大正 9 年～）航空写真（昭和 22 年

～）により確認した。 

 

年代 根拠資料 調査対象地土地利用状況 

1920 年代 旧地形図  1920 年（大正 9年） 

田または畑 

1940 年代 旧地形図  1945 年（昭和 20年） 

航空写真  1947 年（昭和 22年） 

1950 年代 航空写真  1958 年（昭和 33年） 

1960 年代 旧住宅地図 1965 年（昭和 40年） 

航空写真  1968 年（昭和 43年） 

旧地形図  1967 年（昭和 42年） 

1970 年代 旧住宅地図 1972 年（昭和 47年） 

航空写真  1972 年（昭和 47年） 

旧地形図  1973 年（昭和 48年） 

航空写真  1974 年 6月（昭和 49年） 

航空写真  1976 年（昭和 51年） 

旧住宅地図 1976 年（昭和 51年） 

旧地形図  1978 年（昭和 53年） 

公営住宅 

1980 年代 旧住宅地図 1985 年（昭和 60年） 

航空写真  1985 年（昭和 60年） 

旧地形図  1989 年（平成元年） 

1990 年代 旧住宅地図 1996 年（平成 8年） 

航空写真  1995 年（平成 7年） 

2000 年代 旧住宅地図 2005 年（平成 17年） 

航空写真  2004 年（平成 16年） 

2010 年代 住宅地図  2016 年（平成 28年） 
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③ 現在の調査対象地及び周辺の土地利用状況の調査 

ａ）調査対象地の土地利用状況 

現在は、愛知県営初吹住宅１、２、４、５、６、７号棟等の敷地として利用されている。 

 

調査対象地の現在の土地利用状況 

 

北西方より調査対象地（1、2 号棟など） 

 

北東方より調査対象地（1、2 号棟など） 

 

南西方より調査対象地（4、7号棟） 

 

南東方より調査対象地（5、6号棟） 

 

敷地北西側駐車場（南方より） 
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ｂ）周辺の土地利用状況 

調査対象地の東側には市道を挟んで県営初吹住宅Ａ棟及びＢ棟が、西側から北側にかけて戸建

住宅が、南側には豊田市営初吹住宅が存する。 

 

④ 有害物質使用特定施設の設置や、管理有害物質の使用履歴等の調査 

調査対象地は、①登記簿等による土地利用履歴調査、②地図、航空写真による土地利用履歴調査

及び③現在の調査対象地及び周辺の土地利用状況調査の各調査結果より、昭和 48～49 年頃より現

在に至るまで愛知県営初吹住宅の敷地として利用されてきており、それ以前は、田または畑であっ

たと判断される。 

従って、調査対象地については、土壌汚染の可能性が考えられる工場等の立地の履歴は見られな

い。また、土壌汚染対策法に規定する要措置区域及び形質変更時要届出区域の指定、並びに、水質

汚濁防止法の有害物質使用特定施設及び下水道法の特定施設の届出はなされておらず（過去にし尿

処理施設（浄化槽）の届出があったが公共下水道接続により廃止されている）、土壌汚染対策法施行

後において、調査対象地に土壌汚染を生じさせるおそれがあると思われる施設が存在したことも確

認されなかった。 

 

⑤ 土地利用履歴調査結果まとめ 

上記調査結果より、調査対象地は昭和 48～49 年頃より愛知県営初吹住宅として利用されてきて

いる。調査対象地については、土壌汚染対策法に規定する要措置区域及び形質変更時要届出区域の

指定、並びに、水質汚濁防止法の有害物質使用特定施設及び下水道法の特定施設の届出はなされて

おらず（過去にし尿処理施設（浄化槽）の届出があったが公共下水道接続により廃止されている）、

調査対象地に土壌汚染を生じさせるおそれがあると思われる施設が存在した履歴はないものと考

えられることから、調査対象地において土壌汚染が存する可能性は低いと考えられる。 
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４． 地形・地質調査及び活断層調査 

（１） 調査項目、調査内容及び調査方法 

調査項目 調査内容 
調査対象地周辺の地

形・地質概要 
調査対象地周辺の地形・地質に関する資料（地形分類図、表層地質図）を

収集し、地形・地質に関する概況調査を行う。 
調査対象地周辺の活

断層 
調査対象地周辺の活断層に関する資料（活断層図）を収集し、地形・地質

に関する概況調査を行う。 
 
（２） 調査資料 

調査資料 資料名 

地形分類図、表層地

質図 

土地分類図（愛知県）1974 年 経済企画庁総合開発局国土調査課 

活断層図 愛知県防災局 

 
（３） 調査結果概要 

① 地形概要 

下図に示されるとおり、調査対象地の地形地域区分は「豊田台地」から「西三河丘陵」にかけて属

しており、おおよそ砂礫台地・段丘（下位）に位置する。 
 

 
資料出典：土地分類図（愛知県）1974 年 経済企画庁総合開発局国土調査課 

  

調査対象地：豊田市京ヶ峰一丁目地内 

凡 例 
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② 地質概要 

下図に示されるとおり、調査対象地の表層地質は、珪酸にとむ深成岩・粗粒～中粒で、優白質。主

に領家変成岩類と伴い、花崗閃緑岩・石英閃緑岩など岩種はさまざまである「深成岩」からおおよそ

形成される。 
 

 
資料出典：土地分類図（愛知県）1974 年 経済企画庁総合開発局国土調査課 

  

調査対象地：豊田市京ヶ峰一丁目地内 

凡 例 
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③ 活断層位置概要 

愛知県防災局ホームページより、調査対象地の周囲 5km圏内には活断層が存在せず、最も近い活断

層（猿投・境川断層）は北西方に約 7km 付近に存していることを確認した（ただし、活断層の疑いの

ある線状の地形であるリニアメントが南東方に約 3.5kｍ付近に存している）。 

 

 
資料出典：愛知県防災局ホームページ「直下型地震と活断層」より 

 

調査対象地：豊田市京ヶ峰一丁目地内 
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５． 浸水実績状況調査 

（１） 調査項目、調査内容及び調査方法 

調査項目 調査内容 
公表資料による浸水

実績の調査 
調査対象地周辺の浸水状況に関する資料（浸水実績図）を収集し、過去の

浸水実績に関する概況調査を行う。 
 
（２） 調査資料 

調査資料 資料名 
浸水実績図 愛知県建設部河川課「愛知県浸水実績図」 
浸水想定区域図 豊田市上下水道局企画課「豊田市内内水浸水想定区域図」 

 
（３） 調査結果概要 

① 地形概要 

愛知県建設部河川課「愛知県浸水実績図」より、調査対象地に浸水被害は発生していないことを確

認した。 

 
② 浸水想定区域図による調査 

豊田市の下水道管渠の整備状況などを勘案して、豊田市の区域内において想定し得る最大規模（24

時間総雨量 836ｍｍ）の降雨により、内水浸水が発生した場合の浸水の状況をシミュレーションによ

り求めた豊田市上下水道局企画課「豊田市内内水浸水想定区域図」に基づき、調査対象地は、浸水し

た場合に想定される水深が 0～0.2ｍ未満の区域であることを確認した。 

なお、内水浸水想定区域図の基本的事項は以下のとおりである。 
 

対象区域 下水道計画区域（主に市街化区域、市街化想定区域）5,162ha 

降雨条件 24 時間総雨量 836ｍｍ（1000 年に 1回程度降る雨） 

備考 降雨条件は、「浸水想定（洪水、内水）の作成のための想定最大外力の設定

手法」（平成 27年 7月国土交通省）に基づき設定 

 
 


